




様式第 2号 

補助金等成果報告書 

 

補助金等名 一般財団法人 大分県東部勤労者福祉サービスセンター運営費補助金 

団体等名 一般財団法人 大分県東部勤労者福祉サービスセンター 

事業費 53,911,203円 補助金額 8,500,000円 

 

事
業
の
内
容 

① 生活安定事業（共済給付事業）…祝金、保険金・弔慰金給付 

② 健康維持増進事業…健康診断利用助成事業、メタボ対策健康事業、健康増進イベント

等参加助成事業 

③ 自己啓発及び余暇活動事業…助成事業、招待事業、割引・斡旋事業、主催事業 

④ 情報提供事業…会報誌（ピアワーク通信）・ガイドブックの発行、ホームページでの

発信等 

 

成
果
目
標 

会員の入会者を令和 4年 3月 31日時点の 3,902人から令和 5年 3月末 4,000人（98人

増）を目標に勧誘活動を進める。健康管理事業の健康診断利用者数を会員の半数以上

（1,950人）を確保し、病気の早期発見、健康の維持増進を図る。市町村イベントへの参

加促進や地域ごとの参加体験型の事業を企画し、会員に満足感を提供するとともに、会員

の飲食店や小売店の売上げ増につながるような企画を考える。 

 

事
業
効
果 

会員数については昨年度目標にしていた 4,000人を 3か月間維持したが、大口事業所の

退会等もあり、令和 5年 3月 31日時点での会員数は 3,935人（33人増）となった。 

推進事業に基づき、生活安定（老後生活）に係る事業、健康の維持増進に係る事業、自

己啓発及び余暇活動に係る事業、情報提供に係る事業等を中心に実施しました。 

特に、余暇活動に係る事業では、コロナ禍による各種の規制緩和に伴い、旅行や観劇・

コンサートなどに感染リスクを避けて外出の機会が増加し、助成金の申請が昨年度の

20％から 30％増として還元を図りました。地域イベントにも前年度の 2倍の会員が参加

してコロナ禍余暇活動を充実させることができ、また、各地域の経済波及効果を図ること

ができました。 

 

自
己
評
価
等 

事業は計画どおりできましたか 
1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

事業の実施によって期待した効

果をあげることができましたか 

1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

その他評価する点、改善点、市

に対する提案・要望等 

申請等の手続きに関して、現在紙で提出をしてもらっ

ているが、将来ウェブ上で申請等の手続きができるよ

うなデジタル化を進めていきたい。 

※補助金等制度の運営の適正化や透明化の向上のため、この書類の内容は、市のホームページに公開します。 



様式第 2号 

補助金等成果報告書 

 

補助金等名 別府商工会議所補助金 

団体等名 別府商工会議所 

事業費 ２６，３６５，１４３円 補助金額 ８，０００，０００円 

 

事
業
の
内
容 

（実施した事業内容を記入してください。） 

商工振興対策関連事業 

観光振興・誘致促進に係る関連事業 

情報収集・提供に係る関連事業 

誘客促進にかかる関連事業 

成
果
目
標 

（「成果目標設定書」の内容を記入してください。） 

・新型コロナウイルス感染症の克服なしに、市内経済回復はありえないことから、同感

染症防止対策と関連する補助金等の支援を行政当局などと綿密に連携を図り実施する。 

・新型コロナウイルス感染症の状況を注視しつつ、アフターコロナを見据えラグビーワ

ールドカップ等で得たおもてなし力をブラッシュアップし地力を蓄えるとともに、行政

との連携や商工会議所のもつ広域ネットワークを駆使し、都市間競争を勝ち抜くべく諸

施策を展開する。また、ラグビー日本代表やリーグワン所属チームのキャンプ誘致等ス

ポーツ観光を行政や関連団体と連携し引き続き注力するとともに、大分県の進める水平

型宇宙港開発による観光振興施策について研究を進める。 

・疲弊を極める商店街や、市内事業所の大多数を占める中小小規模事業者に対し、積極

的な情報発信と、親身な経営等相談等により、各自が抱える問題点の把握とその共有を 

図るとともに、多彩な会議所の支援メニューを駆使し、特に、コロナが常態化する新し

い社会経済に対応すべくデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の導入支援等、問

題解決と事業所等の自立並びに持続的発展を強力に支援する。また、経済産業省から認

定を受けた、小規模事業者支援法に基づく「経営発達支援計画」と大分県知事の認定を

受けた「事業継続力強化支援計画」の着実な実施により、同法等の求める伴走型支援の

強化や甚大化する自然災害等への備えに努める。 

・日本商工会議所がその事務局を務め、我が国の経済界と本市ともかかわりの強いニュ

ージーランドの経済界が組織する「日本・ニュージーランド経済人会議」がここ別府で

開催されることが決定。今後さらなる交流促進に資するべく最大限の支援を行う。 

また、内部会議の活性化と各種業界団体との意見交換を通じ、山積する問題点の収集、

共有化を図り、本市にゆかりのある有識者等にも有用なご意見をいただきながら、行政

等との緊密なる連携の下、問題解決策の策定とその実施策を検討する。 

 



事
業
効
果 

（事業実施の結果、どのような成果や効果があったかを記入してください。） 

【商工振興対策関連事業】 

（継続雇用促進事業） 

・勤労意欲の向上と良好な雇用関係の確立を図るため、事業主からの推薦により同一

事業所に永年勤続する従業員を表彰した。当該年度においては勤続１０年（５２名）、

勤続２０年（３８名）、勤続３０年（８名）、勤続４０年（２名）勤続５０年（１名）

計１０１名が対象となった。 

（商品券発行事） 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市民生活の経済支援と消費喚起による市

内商業の活性化及び、物価高騰の影響を受けた市民生活の経済的支援と消費喚起によ

る市内商業の活性化を図ることを目的に、別府市と実行員会を組織して３０％のプレ

ミアムを付した「春だョ！べっぷエール券」「べっぷ湯けむりエール券」「春が来た！

べっぷ花咲くエール券」発行事業を実施。市民生活の下支えと商業活性化を図った。 

（日本ニュージーランド経済人会議） 

 ・外交樹立７０周年を迎えた日本とニュージーランドの経済人が別府に参集し、「日

本ニュージーランド経済人会議」が開催され、全面的な 

支援を行った。 

【観光関連事業】 

（まつり等観光振興・促進関連事業） 

 ・年間を通じて行われる各まつりイベント等に積極的な参画を行った。特に、火の海

まつりの「べっぷ夜市」を主幹し、中心市街地の賑わいに寄与した。 

 ・独立行政法人 国際観光振興機構（JNTO）理事 遠島克己氏を講師にお招きし、

「コロナ禍を経たインバウンド観光の再開と別府での高付加価値旅行の取り組

み」と題して、講演会を実施。市内観光関連団体関係者等４１名が参加した。 

 （誘客事業） 

 ・別府観光 湯～湧く（誘惑）キャンペーン in 福岡では、本所が主導し、行政や観

光関連団体等から４２団体１２５名が参加し、JR 博多駅前にて観光キャンペーンを

実施。約５時間の短期イベントながら約７，０００名もの来場者があった。 

 ・大分、別府へのアクセスの多様化と利便性向上に向けた取り組みとして、本所の取

り次ぎで大分県と全日空との間で新石垣空港チャーター便運航が実現。大分－沖縄定

期便の復活の試金石と位置付ける、大分－新石垣チャーター便への支援及び観光先進

地である石垣市商工会観光部との情報・意見交換と交流親睦を図ることを目的に視察

研修を実施した。 

（スポーツ観光関連事業） 

 ・別府市並びに別府市ラグビーフットボール協会と連携し、ラグビーワールドカップ

のレガシーとして、トップリーグ等チームのキャンプ誘致支援を行った。その結果、

男子 15 人制、男女７人制、７人制日本代表、ラグビーリーグワン５チーム等延べ 1

６チームが多目的グランドを中心に合宿を実施した。 

【調査広報関連事業】 

（広報活動関連事業） 

・行政等など公的な施策、各種補助金、制度改定など掲載した会議所ニュースを発刊



（年１０回発行）し広報を行った。 

・ホームページ上にて本所事業のみならず国・県・市による各種施策などの周知を適

宜行ったほか、希望登録者に対しメールマガジン（延べ２６回、原則月２回発行）を

発行。先述のホームページと内容をリンクさせ、よりタイムリーな情報提供に努めた。 

 また、会議所ニュースへの販促チラシを無料で同封し、市内での経済循環を目的と

する支え愛サービスでは、２３事業所の利用があった。 

【部会事業関連】 

・多くの方が往来する大阪伊丹空港にて「別府市場」を実施。県産品の販売を通じて

別府をアピールするとともに、今後の誘客に繋げることを目的とし、JAL の客室乗

務員に販売補助を委託し別府の PRを行った。 

・「おいしい別府。見る聞く食べる。2022」を開催。観光資源、特に食にスポットを

あて、それを磨き上げるとともに、料理人の育成と料理人と地場生産者とのマッチン

グを目的に、ワークショップ形式で全５回を開催。延２２２人が参加した。 

・市場の現状や活用について飛行体験を通じ、ドローン導入する分野や業種を創造す

るため「ドローンセミナー」を開催し、４３名が参加した。 

【その他事業】 

・従業員等の福利厚生の充実を通し経営の安定を支援する各種共済制度の提供 

・従業員の技術・技能向上増進のための各種検定試験の実施、国・県・市が実施する

各種施策等への支援、新型コロナウイルス感染症等に対する意見集約建議 

・労働保険等小規模事業者の事務軽減を図る労働保険事務組合の運営 

・若年者の就職支援を行うジョブカフェおおいた別府サテライトの運営。県内産業を

支える若年者の就業意識の醸成とカウンセリング、セミナーの実施をとおし、早期就

職及び職場定着、人材の確保及び育成、地元への定着を図った。地元企業への訪問延

べ４４４回、来所者数８９９名、セミナー参加者２，１０１名 

 

 

 

自
己
評
価
等 

事業は計画どおりできましたか 
1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

事業の実施によって期待した効

果をあげることができましたか 

1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

その他評価する点、改善点、市に

対する提案・要望等 

アフターコロナを見据え、関係各課と密に連携する

ことにより、効果の向上を図っていくこととしたい 

※補助金等制度の運営の適正化や透明化の向上のため、この書類の内容は、市のホームページに公開します。 



 

様式第 2号 

補助金等成果報告書 

 

補助金等名 令和４年度小規模企業経営改善普及事業費補助金 

団体等名 別府商工会議所 

事業費 ５８，４９８，５６６円 補助金額 ４，９３０，０００円 

 

事
業
の
内
容 

（実施した事業内容を記入してください。） 

・経営指導員による窓口、巡回指導  ・講習会等の開催  ・金融の斡旋 

・各種共済加入促進         ・記帳継続指導   ・創業・認定支援 

・制度改正等の課題解決環境整備事業 ・創業支援     ・決算、確定申告支援 

・小規模事業者持続化補助金ほか各種補助金申請支援    ・企業景況調査 

・べっぷ創業塾開催         ・無料法律相談   ・無料税務相談 

・経営革新チャレンジ支援事業    ・外国人の創業支援 ・事業引継支援事業    

 

成
果
目
標 

（「成果目標設定書」の内容を記入してください。） 

（１） 巡回件数（延）    １，８００件   

（２） 支援する国・県・市等が行う補助事業の採択（承認）件数 ２４件 

（３） 支援する創業者数      １２件 

（４） 集団講習会開催回数     １６回 

（５） 専門家派遣による支援回数  ２４件 

 



事
業
効
果 

（事業実施の結果、どのような成果や効果があったかを記入してください。） 

〇経営指導員の巡回指導件数は１，３２３件、窓口指導件数は２，０９４件、総指導件

数は３，４１７件であった。 

本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けている市内の小規模事業

者に対しての支援を中心に、前年度に引き続き会議所に設置した特別相談窓口にて、

各種補助金、給付金、支援金の情報提供、事業計画書作成等の申請・報告書作成の支

援を行うとともに、事業継続に向けての融資斡旋等を行った。 

〇支援した国・県等が行う補助事業の採択件数については４９件であった。このうち、

小規模事業者持続化補助金申請支援８６件、うち採択件数が４４件となった。コロナ

禍において小規模事業者が持続的な経営に向け、経営計画に基づいて取り組む創意工

夫を凝らした地道な販路開拓支援を行った。 

〇創業計画書作成支援を精力的に行った結果、創業者数は３５件となった。 

〇経営環境、ニーズに即した講習会等の開催により、小規模事業者等の経営・技術の改

善および安定・合理化に資することを目的として、集団講習会を１２回開催。１６７

社、１７５名が受講した。 

〇専門家派遣による支援件数は４９件で、伴走型支援事業、制度改正等の課題解決環境

整備事業、事業引継ぎ支援センター等と連携して実施した。 

〇市内事業者に対し事業承継診断を行い７５件の事業承継診断シートを回収。事業承継

準備の認識、経営状況・経営課題の把握、承継に向けた経営改善、事業承継計画策定

支援を行った。 

〇小規模事業者が直面している法的問題に対し、弁護士による無料法律相談会を開催、

１２件の問題解決を図るとともに経営指導を実施した。 

〇市内中小企業の景気動向および事業者が抱える経営課題を継続的に調査、分析、把握

することにより地域経済への情報提供をはかるとともに各種要望などの基礎資料と

するため、会員のうち１００事業所を抽出し年４回、景況調査を実施。 

○事業継続支援相談事業として、別府市が企画（中小企業診断士協会委託）した経営相

談会を当所３階相談ブースで毎週月曜日に開催した。 

 

自
己
評
価
等 

事業は計画どおりできましたか 
1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

事業の実施によって期待した効

果をあげることができましたか 

1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

その他評価する点、改善点、市に

対する提案・要望等 
 

※補助金等制度の運営の適正化や透明化の向上のため、この書類の内容は、市のホームページに公開します。 



様式第 2号 

補助金等成果報告書 

 

補助金等名 別府市商店街活性化事業補助金 

団体等名 フラフェスティバルｉｎ別府実行委員会 

事業費 2,307,476円 補助金額 1,000,000円 

 

事
業
の
内
容 

（実施した事業内容を記入してください。） 

別府市北浜公園をメイン会場としてフラステージやハワイアングルメを中心とした地

元飲食店ブース、県外から誘致したハワイアン雑貨の物販ブースを設けた。別府駅周辺

商店街６カ所（別府駅コンコース、伊予銀行前広場、トキハ別府店大屋根下、竹瓦温泉

前、波止場神社、やよい天狗前）に街なかフラスポットを設け、メインステージのダン

サーに加え、飛び入りの６チーム（県内３チーム、県外３チーム）が参加した。また、

街なかフラスポットを巡るスタンプラリーを実施した。 

開催日：令和４年５月１５日 

 

成
果
目
標 

（「成果目標設定書」の内容を記入してください。） 

来場者２，０００名を目指す。（パンフレット配布数でカウント） 

出店店舗 飲食店舗１４店舗 物販店舗１１店舗  

 

事
業
効
果 

（事業実施の結果、どのような成果や効果があったかを記入してください。） 

来場者 ２，０００名（パンフレット配布数） 

出店店舗 飲食店舗 １３店舗 物販店舗 １３店舗 

メイン会場や商店街に設置した会場で多くの人で賑わいを見せ、１，１３６名がスタン

プラリーを達成した。 

商店街の一体感や今後、商店街の活性化に取り組むための良い雰囲気を作ることができ

た。 

 

 

自
己
評
価
等 

事業は計画どおりできましたか 
1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

事業の実施によって期待した効

果をあげることができましたか 

1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 



その他評価する点、改善点、市に

対する提案・要望等 

街なかフラスポットを増やし、スタンプラリーを実

施したことで、商店街を多くの人が回遊して賑わい

を創出できた。また、多くの人が来たことで街の雰囲

気が明るくなった。 

※補助金等制度の運営の適正化や透明化の向上のため、この書類の内容は、市のホームページに公開します。 



様式第 2号 

補助金等成果報告書 

 

補助金等名 別府市商店街活性化事業補助金 

団体等名 べっぷ屋台村実行委員会 

事業費 1,590,156円 補助金額 1,000,000円 

 

事
業
の
内
容 

（実施した事業内容を記入してください。） 

〇商店街でのレシート選手権 

→商店街の店舗が発行したレシートを集めてもらいステージで表彰し景品を贈呈し

た。 

〇別府駅周辺商店街の飲食店による出店 

→飲食店８店舗が様々な料理を北浜公園会場内で販売した。 

〇ステージイベント 

→パフォーマーによるステージイベントや、観光客参加のカラオケ大会やダンスも開

催した。 

〇カウントダウン花火 

開催日：令和４年１２月３１日 

 

成
果
目
標 

（「成果目標設定書」の内容を記入してください。） 

事前にイベント実施と商店街レシート選手権の告知を行うことで商店街の店舗を訪れ

る人が増え、商店街の賑わい創出につながる。また知名度が高い本イベントを実施する

ことで別府市民以外の来客を見込め、別府の中心街全体の賑わい創出にもつながる。 

目標：イベント参加者 1,000人 

   レシート選手権参加者 100人 

※会場内でのカウンター計測とスタンプラリー参加受付表で確認する。 

 

事
業
効
果 

（事業実施の結果、どのような成果や効果があったかを記入してください。） 

多くの人が会場を訪れ、中心街に人の流れを呼び戻すことができた。 

また、商店街と連携することで引き続き今後のまちなかの活性化につながる取組の実

施を継続していることについて、今一度意思統一できた。 

実績：イベント参加者 1,243人 

   レシート選手権参加者 30人 

 

自
己
評
価
等 

事業は計画どおりできましたか 
1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

事業の実施によって期待した効

果をあげることができましたか 

1できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 



その他評価する点、改善点、市に

対する提案・要望等 
 

※補助金等制度の運営の適正化や透明化の向上のため、この書類の内容は、市のホームページに公開します。 



様式第 2 号 

補助金等成果報告書 

 

補助金等名 別府市商店街活性化事業補助金 

団体等名 竹瓦小路まつり実行委員会 

事業費 1,730,968 円 補助金額 1,000,000 円 

 

事
業
の
内
容 

① ステージイベント 

実施場所：竹瓦温泉前特設ステージ 

実施時間：18:00～21:00 

実施内容：地元で活動中のバンドによるライブ、バーレスクダンスショー 

② TAKEGAWARA SOUND FACTORY 

実施場所：竹瓦小路内 

実施時間：18:00～24:00 

実施内容：竹瓦小路のナイトクラブ化、各種フード・ドリンクサービス 

③ スナックおやす 

実施場所：竹瓦小路内店舗 

実施時間：19:00～21:00 

実施内容：長野恭紘氏による公開人生相談 

竹瓦小路空き店舗入居支援 

実施場所：竹瓦小路内の空き店舗 

実施時間：終日 

実施内容：空き店舗の内覧、家賃・設備などの意見・要望記入ボード設置 

開催日：令和４年１１月２６日 

 

成
果
目
標 

［来場者数目標］ 

 昨年来場者実績が 1,344 名なので 1,000 名以上を目標とする 

［入居支援目標］ 

 空き店舗入居見込み者 10 名確保を目標とする 

［再生プロジェクト目標］ 

 2023 年 2 月のだいぎんニュービジネスプランター（ビジネスプランコンペ）のエント

リー https://www.oitabank.co.jp/business/support/planter/ 

 



事
業
効
果 

今回の事業では来場者からの要望を記入してもらえるよう掲示板を用意しました。 

それにより現在空き店舗となっている店舗による新規事業として「テントサウナ」や

「マイクロブルワリー」などのスタートアップの取り組みを始めることになりました。 

さらに空き店舗の利活用以外にも既存店舗の休止時間を利用した「テオトリ」によるマ

ッチングも実現しました。（https://tewotori.com/） 

来場者数は目標の 1,000 名以上に対して実績 1,298 名を達成しております。 

［来場者数］ 

 ステージ前  18:00  58 名、19:00  43 名、20:00 102 名、21:00 248 名、 

        22:00 233 名、23:00  12 名、24:00   4 名 

 アーケード内 18:00  36 名、19:00  64 名、20;00  98 名、21:00  53 名、 

        22:00 115 名、23:00  91 名、24:00 141 名 

 延合計 1,298 名 

［入居支援目標］ 

 空き店舗入居見込み者 2 名 

［再生プロジェクト目標］ 

 だいぎんニュービジネスプランターのアイデア部門へエントリー済み 

 

自
己
評
価
等 

事業は計画どおりできましたか 
1 できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

事業の実施によって期待した効

果をあげることができましたか 

1 できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

その他評価する点、改善点、市に

対する提案・要望等 
改善点；効果的な告知方法の検討が必要と感じた 

※補助金等制度の運営の適正化や透明化の向上のため、この書類の内容は、市のホームページに公開します。 

https://tewotori.com/


様式第 2 号 

補助金等成果報告書 

補助金等名 別府市商店街活性化事業補助金 

団体等名 別府ハロウィン実行委員会 

事業費 842,060 円 補助金額 561,000 円 

事
業
の
内
容 

1.街中お接待 スタンプラリークイズ 

（子供たちがスタンプチェックポイントをまわる） 

→スタンプラリーで 15か所のお店や名所を巡ってもらった。                                       

2.サプライズ パフォーマー企画                                                    

（街中に突然現れるパフォーマーによる風船アートの配布 ） 

→3 カ 所 で バ ル ー ン ア ー ト 風 船 を 作 製 し 子 供 た ち に 配 布 し た 。                                    

3.参加賞  

→ゴールにてお菓子の詰め合わせを配布した。                                                  

4.仮装コンテスト  

（大賞や企業賞などコンテストの実施） 

→仮装コンテストを開催し、以下の賞を授与した。 

トキハ別府店賞・BIS南館賞・大分未来信用金庫賞・ 

サッポロビール賞・生一本賞・おもちゃ問屋センショウ賞・ 

ハロウィン仮装大賞・ハロウィン準仮装大賞・可愛いで賞・ 

 市民の台所賞 

5.ハロウィン写真展  

（トキハ玄関にて前回イベントの風景写真を展示） 

→2 年前のハロウィンイベントの写真を飾り持ち帰ってもらった。 

6.ステージイベント 

（音楽イベント・パフォーマーによる演技） 

→ビッグバンドや弦楽四重奏、バルーンアートを開催した。 

7.街中撮影会（AR技術を利用した実験） 

→現実世界を仮想的に拡張する技術を使い Facebook やインスタグラムで撮影ができるポ

イントを設置し、ハロウィンのキャラクターを投入することで子供たちに中心市街地の風

景と合わせて、ハロウィンの世界観を楽しんでもらった。※撮影場所 5 カ所 

・竹瓦温泉 

・別府駅前油屋熊八像前 

・やよい天狗前 

・民宿 こかげ 

・梅園温泉 

開催日：令和４年１０月３０日 

 



成
果
目
標 

（「成果目標設定書」の内容を記入してください。） 

普段商店街を訪れることが少ない子ども等に商店街内を回遊してもらうことで商店街

の賑わいの創出につながる。 

 

スタンプラリー目標参加人数：２５０人 

※人数はスタンプラリークイズ参加者の受付表で確認する。 

 

事
業
効
果 

（事業実施の結果、どのような成果や効果があったかを記入してください。） 

スタンプラリー参加者：実績２５５人 

イベント当日は大勢の子どもやその後家族に参加いただき、普段商店街を訪れること

が少ない層に商店街を周遊してもらえたことで、名所の再発見やまちなかの賑わいに

もつながった。 

また、商店街や周辺の商業施設とも連携することで、引き続き今後のまちなかの活性化

につながる取組の実施を継続していることについて、今一度意思統一できた。 

 

 

 

自
己
評
価
等 

事業は計画どおりできましたか 1 できた      2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

事業の実施によって期待した効

果をあげることができましたか 

1 できた       2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

その他評価する点、改善点、市に

対する提案・要望等 

①ＡＲポイントは大人には興味があるようだが子供

はあまり興味がないことがわかった。 

②街中でポイントが解りにづらく誘導の人を増やす

ことを検討したい。 

③スタンプラリーを行っている間はメイン会場のお

客様が少なくもう少し工夫が必要と思った。 

④物価上昇に伴いお菓子の仕入れが難しくなってい

るので今後お菓子まきポイント等の検討が必要 

または、協賛を増やす方向で検討したい。 

※補助金等制度の運営の適正化や透明化の向上のため、この書類の内容は、市のホームページに公開します。 



 

 

様式第 2 号 

補助金等成果報告書 

 

補助金等名 伝統的工芸品産業支援事業 

団体等名 別府竹製品協同組合 

事業費 3,654,556 円  補助金額 500,000 円 

 

事
業
の
内
容 

（実施した事業内容を記入してください。） 

後継者育成事業 

座学 4 日 23 時間（講師 大谷）大分県立竹工芸訓練センターにて実施 

初心者研修 4 講座（講師 岩尾・佐藤・大橋・遠藤）各 45 時間計 180 時間実施 

従事者研修 4 講座（講師 森上・高江・油布・亀井）各 60 時間計 240 時間実施 

需要開拓事業 

7 月 29 日～8 月 7 日 山口県宇部市ギャラクシー福永にて大分の竹細工展実施 

10 月 14 日～25 日 東京六本木アクシスにて開発商品の展示会実施 

 

成
果
目
標 

（「成果目標設定書」の内容を記入してください。） 

後継者育成事業・・・事業を通じて、技術のみならず組合を代表する伝統工芸士を講師

として、業界人との人間関係を構築し、若手後継者の今後の指針を示すことにより、組

合加入者を少しでも増やしたい。 

需要開拓事業・・・展示会の成否は売り上げともいえるが、補助金事業の意味合いから

売り上げ至上主義ではなく、若手出品者のアテンド体験などにより、消費者の声を生で

聞き、また接客体験をすることなど今後に生かしたい。近年の別府市との事業で開発し

た商品群をデザインの日本一の発信地である六本木の会場にて行い、全国に発信した

い。 

 

事
業
効
果 

（事業実施の結果、どのような成果や効果があったかを記入してください。） 

後継者育成事業・・・事業受講者の内、今年度訓練センター修了生の中から 2 名が組合に

加入することとなった。 

需要開拓事業・・・アテンド初参加者は、よい経験になったとして、来期も参加を希望してい

る。また、今後の商品開発につながる来場者の生の声を聞くことができた。 

 

自
己
評
価
等 

事業は計画どおりできましたか 
〇1 できた         2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

事業の実施によって期待した効

果をあげることができましたか 

1 できた         〇2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

その他評価する点、改善点、市に

対する提案・要望等 
特にありません。今後も続けていきたい。 

※補助金等制度の運営の適正化や透明化の向上のため、この書類の内容は、市のホームページに公開します。 



様式第 2 号 

補助金等成果報告書 

 

補助金等名 別府竹細工ブランド化推進事業 

団体等名 別府竹製品協同組合 

事業費 2,798,648 円 補助金額 2,500,000 円 

 

事
業
の
内
容 

（実施した事業内容を記入してください。） 

東京・南青山を拠点とする小物雑貨ブランド BonBonStore とのコラボレーションに

より、カラフルなアフリカ製の生地組み合わせた斬新なデザインのバッグ３点を開発

し、南青山のブランドのアトリエ等で展示会を実施した。 

 

成
果
目
標 

（「成果目標設定書」の内容を記入してください。） 

・高付加価値商品として「別府竹細工」の認知を進める 

・竹細工職人が自ら消費者ニーズに合致した物づくりを企画、販売することへの理解を

深める 

 

事
業
効
果 

（事業実施の結果、どのような成果や効果があったかを記入してください。） 

・ポップなデザインの製品で定評のあるブランドとの協働により開発した製品は、ブラ

ンドの顧客からも高い評価を得られた。また、今後、東京の有名百貨店で展示販売を行

うことが決定しており、認知度の向上が期待できる。 

・ブランドとの協働を通じて、若手の職人が物づくりへの理解を深めることができた。 

 

自
己
評
価
等 

事業は計画どおりできましたか 
1 できた        2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

事業の実施によって期待した効

果をあげることができましたか 

1 できた        2 概ねできた 

3 あまりできなかった 4 ほとんどできなかった 

その他評価する点、改善点、市に

対する提案・要望等 
特にありません。今後も続けていきたい。 

※補助金等制度の運営の適正化や透明化の向上のため、この書類の内容は、市のホームページに公開します。 
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